
畠ι

大
正
国
量
六
月
=
+
-
関
第
三
種
圃
便
物
認
可
【
毎
月
-
回
-
回
現
得
】

辛子電量日一月 F、年九来日開i

讃

輔

載

哀

鮮

故
国
島
博
士
近
影
及
著
名

故
田
島
博
士
原
稿
及
京
大
弓
道
冷
場
に
お
け
る
博
士

盛

岡

謹

車

骨
牌
税
に
就
き
て
:
・

j
i
-
-
:
:
・
:
・
・
:
・
法
華
博
士
紳
戸
正
雄

供
給
曲
線
の
性
質
j
a
-
-
-
:
:
・

・

:

文

事

博

士

高

田

保

馬

+

富

叫

晶

岡

山

間
M
H
"

・2・
円
M

轍
出
統
制
の
諸
問
題
:
;
E
E

・E・-
-
j
i
-
-
-
-

・
:
笹
車
工
博
士
谷
口
吉
彦

一

一

柵

州

内

角

一

一

貨
幣
的
景
気
論
史
-
J
E
-
-

二

E
・E・
-
:
:
:
:
経
済
事
土
柴
田
敬
『

金

物

債

さ

貨

幣

債

値

安

定

極

源

問

中

士

松

岡

孝

児

ア
ダ
ム
・
ス

Z

A

の
廉
慣
剖
豊
富
論
・
・
:
:
経
済
事
土
白
杉
庄
一
郎

k
a
F
 

部
山

田
島
博
士
逝
く

故
回
島
博
士
年
譜
及
著
書
論
文
目
録

追

憶

文
織

田

寓

神

戸

正

雄

河

悶

嗣

郎

本

庄

柴

治

郎

汐

見

三

郎

黒

疋

巌

谷

口

吉

彦

川

-
H
a
-
-聖

堂

f

皿
剛
円

H

A

S

山
歩

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

山
本
美
越
乃

小
島
昌
太
郎

田

島

順

石大J!1

川岡部

興毒静

二吉治



言~

事

故
出
島
博
士
年
譜

キ

μ
ヂ

博
士
名
は
錦
治
、
赤
城
と
就
し
、
叉
一
に
守
愚
と
耕
す
。
父
君
は

奮
姓
稲
生
輿
七
氏
に
し
て
、
母
君
の
生
家
田
島
家
に
入
る
。
博
士
は

共
長
男
に
し
て
、
明
治
三
十
七
年
家
替
を
相
積
す
。
令
室
は
楠
氏
。

長
女
淑
子
氏
制
時
一
一
昨
叫
長
男
音
氏
四
一
4
一
一
昨
批
次
国
内
健
氏
哨
辺
市

九
年
四
三
男
セ

E
明
治
四
十
一
四
男
治
氏
明
治
四
十
吉
一

z

E
年

一

月

生

年

十

月

生

氏
大
正
二
年
の
五
男
一
女
あ
り
。

-F
月

畳

鹿
府
三
年
{
皇
紀
二
五
ニ
七
年
、
西
暦
一
八
穴
七
年
}

九
月
七
日
現
在
の
東
京
布
牛
込
臨
赤
城
元
町
K
於
て
生
誕
ゅ

明

治

二

十

一

年

二

十

二

歳

七
月
磯
川
小
皐
校
及
共
立
事
校
(
後
の
開
成
中
華
)

h

t

経
て
第
一
高

等
中
島
一
・
校
入
事
。

明

治

二

十

四

年

二

十

五

歳

七
月
第
一
高
等
中
事
校
卒
業
。

同
月
帝
国
大
製
法
科
大
串
入
車
。

明

治

二

十

七

年

二

十

八

歳

七
月
帝
国
大
製
法
科
大
暴
政
治
事
科
卒
業
、
法
畢
士
の
輯
裁
を
受

〈
。
直
に
大
醐
宇
院
に
入
り
、
「
経
済
畢
上
の
一
般
曾
主
義
」
を
専
攻
す
P

明

治

三

十

年

三

十

一

歳

第
三
十
九
巻

第
二
一
務

一O
七

七



言巳

事

六
市
川
経
済
事
財
政
事
専
攻
の
震
満
三
箇
年
問
調
逸
闘
へ
官
製
を
命

I

ぜ
ら
る
。

明
治
三
十
=
一
年

L
3帯
明
。

，ノ
z
y
h
E
言
句

三
十
四
歳

九
月
二
十
八
日
任
京
都
帝
国
大
事
法
科
大
事
殺
授
。
絞
高
等
官
六

等
。
粧
隣
接
第
一
講
座
謄
任
を
命
ぜ
ら
る
0
(

三
十
六
年
十
月
迄
)

十
月
開
聞
大
思
議
師
を
嘱
託
せ
ら
る
o
(
大
正
十
年
一
一
一
月
迄
)

ト
一
月
京
都
法
政
専
門
即
断
校
〈
件
慨
に
す
-
A
判
斜
大
都
)
耕
附
を
酬
明
託
4

ら
る
。
(
昭
和
二
年
九
月
撃
長
就
任
記
)

十
二
月
絞
正
七
位
。

明

治

三

十

四

年

三

十

五

歳

六
月
二
十
九
日
法
串
博
士
の
撃
位
を
授
興
せ
ら
る
。

七
月
大
日
本
武
徳
曾
常
議
員
に
任
ぜ
ら
る
つ
(
大
正
五
年
五
月
理
事

就
任
迄
)

九
月
財
政
皐
誹
座
粂
惜
帽
を
命
ぜ
ら
る
。
(
三
十
六
年
十
月
名
)

十
月
経
摘
何
事
演
習
科
主
任
を
命
ぜ
ら
る
。

明

治

三

十

五

年

三

十

六

歳

四
月
市
立
大
阪
高
等
商
業
事
校
(
後
の
大
阪
商
科
大
串
)
講
師
を
嘱
託

せ
ら
る
。
(
四
十
五
年
三
月
迄
及
大
正
三
年
一
月
よ
り
十
二
年
=
一

月
迄
)

十
二
月
陵
絞
高
等
官
五
等
。

第
三
十
九
谷

七

第
二
披

O 
i¥. 

明

治

三

十

六

年

三

十

七

歳

四
月
絞
従
六
位
。

十
月
財
政
墜
講
座
搭
任
及
経
済
事
第
一
講
座
分
権
を
命
ぜ
ら
る
。

(
四
十
年
八
月
記
)

明

治

三

十

八

年

三

十

九

歳

二
月
陛
絞
高
等
官
四
位
一
一
寸
。

四
月
絞
正
六
位
。

明

日

約

四

寸

年

四

十

一

歳

三
月
陸
絞
高
等
官
三
等
。

四
月
同
志
位
専
門
事
校
(
後
に
同
志
祉
大
撃
)
講
師
を
喝
託
せ
ら
る
。

(大
E
十
年
三
月
迄
)

六
月
紋
従
五
位
。

八
月
経
済
事
第
一
講
座
携
任
及
粧
消
息
T

第
三
講
座
分
揺
を
命
ぜ
ら

る
。
(
犬
正
元
年
八
月
迄
)

明

治

四

十

二

年

四

十

三

歳

六
月
補
京
都
帝
国
大
製
法
科
大
串
長
。
(
四
十
四
年
七
月
迄
)

十
二
月
御
用
有
之
清
園
へ
被
差
遣
。
-

明

治

四

十

三

年

四

十

四

歳

四
月
陸
絞
高
等
宮
二
等
。

六
月
文
官
高
等
試
験
臨
時
委
員
被
仰
付
。
(
引
績
き
四
十
四
年
及
大

正
三
年
、
自
大
疋
十
三
年
至
大
正
十
五
年
同
委
員
た
り
)



七
月
俊
正
五
位
。

明

治

四

十

四

年

四

十

五

歳

二
月
京
都
市
立
商
業
皐
校
評
議
員
を
喝
託
せ
ら
る
。

七
月
英
吉
利
法
第
一
講
座
分
携
を
命
ぜ
ら
る
。
(
大
γ

明
治
凹
十
五
年

大

医

元

年

四

十

六

歳

五
月
敵
米
各
国
へ
出
張
被
仰
付
。

八
月
英
吉
利
法
第
二
講
座
分
携
を
命
A
r
o
(
四
年
九
月
迄
)

十
二
月
時
間
朝
。

同
月
殺
蜘
凹
壮
一
寸
投
瑞
賓
章
。

大

一

点

一

一

一

年

間

十

八

歳

-

二
月
経
拙
刑
事
第
四
講
座
分
婚
を
命
や
0
(

四
年
=
一
月
迄
)

大
E

四

年

四

十

九

歳

十
月
絞
従
四
位
。

同
月
米
慢
調
節
委
員
曾
委
員
被
仰
付
。

五

十

歳

え
jf~ 

五

年

五
月
大
日
本
武
徳
合
理
事
に
任
ぜ
ら
る
0
(
十
二
年
六
月
外
遊
迄
)

大

正

六

年

五

十

一

歳

一
月
綾
動
三
等
授
瑞
賓
章
。

四
月
陸
絞
高
等
官
一
等
。

五
十
二
歳

犬
五

七

年君己

事

九
月
京
都
市
曾
議
員
に
営
選
就
任
す
。

犬

疋

八

年

五

十

三

歳

二
月
京
都
市
匝
改
巨
委
員
曾
委
員
被
仰
付
。

四
月
京
都
帝
園
大
事
評
議
員
を
命
ぜ
ら
る
0

(

十
二
年
三
月
迄
重
任
)

五
月
二
十
九
日
経
済
事
部
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
経
情
事
第
一
講
座

を
世
田
営
す
。

同
日
楠
京
都
帝
岡
大
事
経
済
事
部
長
。
(
十
年
四
月
迄
)

六
月
京
都
市
曾
議
員
を
辞
任
す
。

大

正

九

年

五

十

四

歳

八
月
法
勝
部
授
業
世
間
山
雨
宮
命
ぜ
ら
る
。
(
十
二
牛
一
一
一
月
迄
)

L

1
」

W
H
I
ト
l
叱
正
丁
、

w
p
h
三
1
E
t
y
-
-
4
h
E
N
H
ι
1
0

y
r
F者月一日一
Ha円一
J
A
有
力
trJFlf引
北
小
'

十
月
絞
正
四
位
。

同
月
中
央
統
計
委
員
曾
委
員
被
仰
付
。
(
昭
和
二
年
九
月
退
官
迄
V

大

正

十

年

五

十

五

歳

一
月
京
都
帝
国
大
間
晶
子
良
製
部
創
設
委
員
を
嚇
託
吐
ら
る
。

四
月
例
教
大
串
(
後
に
龍
谷
大
事
)
講
師
を
咽
託
せ
ら
る
。
(
十
五
年

三
月
迄
)

七
月
戦
後
設
展
企
図
工
業
博
寛
曾
審
査
部
長
を
命
ぜ
ら
る
。

大

正

十

一

年

五

十

六

歳

六
月
立
命
館
大
島
一
・
事
監
を
粂
濁
せ
ら
る
。
(
昭
和
二
年
九
月
事
長
就

任
迄
)

第
三
十
九
巻

七

第
二
務

O 
九



言己山

苓L

大

正

十

二

年

五

十

七

歳

三
月
再
び
敵
米
各
園
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
る
ロ

六
月
再
び
武
徳
曾
常
識
貨
と
な
る
。
(
昭
和
四
年
三
月
以
後
段
事
を

粂
ね
、
以
て
逝
去
の
時
に
治
ぷ
)

大

疋

十

三

年

五

十

八

歳

二
月
絞
動
二
等
授
瑞
資
辛
口

大

正

十

四

年

五

十

九

蔵

一
月
十
六
日
御
誹
寄
始
被
仰
出
俄
節
掛
什
蓄
超
一
副
被
仰
判
。

二
月
一
一
一
円
勅
旨
を
以
て
帝
国
皐
中
心
院
曾
員
被
仰
付
。

十
一
月
絞
従
一
一
一
位
。

昭

和

二

年

六

十

一

歳

九
月
経
済
製
第
三
講
座
分
婚
を
命
ぜ
ら
る
。

同
月
十
九
日
依
願
完
本
宮
。

同
月
立
命
館
大
接
事
長
を
嘱
託
せ
ら
る
。
(
八
年
十
二
月
辞
任
迄
)

十
月
絞
五
三
位
。

同
月
十
日
勅
旨
を
以
て
京
都
帝
国
大
皐
名
春
教
授
の
名
稀
を
授
け

ら
る
。

昭

和

三

年

六

十

二

歳

五
月
京
都
帝
国
大
事
講
師
を
喝
託
せ
ら
る
0

(

引
緩
き
四
年
、
六
年

及
八
年
同
一
の
喝
託
を
受
く
)

昭

和

八

年

六

十

七

歳

第
三
十
九
巻

七
四

第
二
披

。

十
二
月
立
命
館
大
事
皐
長
を
僻
し
、
同
時
に
向
感
名
春
息
長
に
推

薦
せ
ら
る
。

昭

和

九

年

六

十

八

歳

六
月
二
十
八
日
午
前
四
時
三
十
分
京
都
市
左
京
国
吉
田
紳
紫
岡
町

三
番
地
に
於
て
逝
去
す
。

七
月
一
日
勅
使
を
差
遣
は
さ
れ
、
幣
白
巾
及
祭
資
を
賜
ふ
。
ー

間
対
二
日
京
都
一
製
法
寺
陀
於
て
告
別
式
執
行
、
遺
骨
は
東
京
中
野

道
車
寺
に
葬
る
。

以
上
の
他
、
逝
去
の
際
博
士
の
居
り
た
る
地
位
左
の
如
し
。

京
都
帝
嗣
大
撃
経
滞
畢
舎
及
同
法
串
曾
名
春
曾
員

京
都
府
教
育
舎
顧
問

日
本
赤
十
寧
枇
京
都
支
部
顧
問
偶
有
功
章
特
別
枇
貝

京
都
貸
業
組
合
聯
合
曾
特
別
含
員

日
本
少
年
数
護
協
曾
閥
西
支
部
曾
長

右
武
舎
長

全
日
本
畢
生
剣
道
聯
蹄
副
曾
長

京
都
畢
生
剣
道
聯
貝
曾
長

日
本
畢
生
弓
道
聯
照
副
曾
長

京
都
帝
園
大
串
早
友
含
弓
道
部
顧
問

日
本
漕
艇
協
曾
舎
長

日
本
ヨ
ッ
ト
協
令
西
部
曾
長



故
田
島
博
士
著
書
論
文
目
録

著

書

日
本
現
時
之
枇
舎
問
題

附
近
世
枇
曾
主
義
論

東
費

華行

所
堂

「
シ
ヂ
ウ
キ
プ
ク
原
著
」

「
土
井
金
四
郎
氏
と
共
謀
」

東
京
事
門
事
校
出
版
部

中

桐

斐

悶

有

経
桝
政
策
〈
早
稲
田
叢
書
〉

附
外
岡
貿
易
論

最
近
経
済
論

向

上

(

増

訂

八

版

)

護

最

近

財

政

製

上

絵

斐

維
持
感
{
京
都
法
政
一
嘉
門
皐
校
講
義
銭
〉
〔
戸
閃
潟
市
博
士
と
明
者
〕

円仔

hzh
祁
世
攻
部
門
持
究

一J
1
3
H
1
J
I
1

財
政
事
(
京
都
法
政
大
串
講
義
鎌
)

経
済
教
科
書

向

上

(

訂

正

再

版

)

生
産
論
(
経
掛
金
書
第
一
帯
第
二
編
)

経
済
原
論
上
巻

法
制
経
済
教
科
書
〔
織
田
高
樽
士
と
共
著
〕

法
制
経
済
教
科
書
備
考
〔
同
上
〕

経
済
閣
申
綱
要

経
済
ト
道
徳

持
貨
ト
利
潤

京
都
法
政
大
宰

港港

言il

事

賀金金金金宥巌有有

港斐文菱重E松港

明刊

き年
閉一一己口

胴一点口

l萄

l四

三三
l岨

閣

円均

t 
不
詳

'"者
主主
ー恒

堂 堂

同月

Z耳

ー

開R

区西
三基

悶昔1~

明
四
一
五

""院n
'.耳

主主 三三

堂堂堂
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